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友部小5年
山田　光

み

千
ち か

花

（令和7年）

10
月
30
日
（
金
）、
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、

東
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
各
ク
ラ
ブ
以
外
に

も
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
サ
ロ
ン
ち
ゃ
お
、
そ
の

他
個
人
参
加
も
含
め
、
78
名
が
参
加
し
て
楽
し
く
和
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
特
筆
す
べ
き
は
、
男
性
の
部
で
柿
橋
長
寿
会

の
川
井
さ
ん
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
（
１
ゲ
ー
ム
３
本
の

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
）
を
獲
得
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
90
歳
以
上
の
方
も
７
名
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
盛

り
上
が
っ
た
大
会
で
し
た
。

※
優
勝
者
の
声

　
「
楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
き
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

（
広
報
委
員
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

第22回【大会結果】
＊男性の部
　・優　勝　川井　　勲さん（柿橋長寿会）
　・準優勝　野上　雄三さん（きらくの会）
　・３　位　鷹野　雄造さん（きらくの会）
＊女性の部
　・優　勝　大越　康子さん（鴻寿会）
　・準優勝　稲見まり子さん（鴻寿会）
　・３　位　矢野　則子さん（きらくの会） いいショットが

打てるかな？

大賑わいのバザー会場

お客様の対応に汗だく！市内をパトロール中です

左から　大越さん、稲見さん、矢野さん
鷹野さん、野上さん、川井さん

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
バ
ザ
ー

「
青
パ
ト
」添
乗
記

10
月
18
日
（
土
）、
東
支
部
で

は
、
今
年
も
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に

バ
ザ
ー
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
は
、
中
央

支
部
、
宍
戸
支
部
な
ど
で
も
、
バ

ザ
ー
の
他
お
赤
飯
の
販
売
も
あ

り
、
大
賑
わ
い
で
し
た
。
東
支
部

の
バ
ザ
ー
は
、子
供
服
か
ら
着
物
、

食
器
や
花
瓶
、ま
た
ぬ
い
ぐ
る
み
、

本
そ
し
て
雑
貨
等
、
皆
様
か
ら
提

　

厳
し
い
暑
さ
が
残
る
９
月
18

日
。子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る「
青

色
灯
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
」（
通

称
「
青
パ
ト
」）
に
同
乗
し
ま
し

た
。
一
日
で
一
番
気
温
が
高
く
な

る
、
午
後
２
時
に
出
発
で
す
。

（
今
回
の
担
当
は
宍
戸
さ
ん
、
森

さ
ん
の
コ
ン
ビ
）

　

”事
故
を
絶
対
発
生
さ
せ
な
い
“

と
の
決
意
で
毎
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
下
校
中
の

供
し
て
頂
い
た
沢
山
の
品
が
店
頭

に
並
び
ま
し
た
。

　

９
時
の
開
催
を
待
っ
て
多
く
の

方
が
並
び
、
時
間
に
な
る
と
「
わ

あ
っ
」
と
一
気
に
お
客
様
が
来
て

大
変
で
し
た
が
、
一
緒
に
品
物
を

探
し
た
り
、
た
く
さ
ん
の
方
と
話

を
す
る
こ
と
が
出
来
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
品
物
を
ご

寄
付
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
女
性
部
長　

瀧
本　

育
子
）

小
学
生
の
脇
を
通
り
、
要
注
意
の

交
差
点
で
は
、
車
を
降
り
て
、
子

供
達
の
安
全
な
横
断
を
確
保
し
、

ま
た
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
か
け
ま

す
。

　

す
べ
て
の
行
程
を
終
え
、
無
事

市
役
所
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　

ご
苦
労
様
で
し
た
！（広

報
委
員
）



編
集
あ
と
が
き

「
楽
」
と

「
楽
」

　

ど
ち
ら
が
見
や
す
い
で
す
か
？

　

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
文
字
が

読
み
に
く
い
で
す
。

　

縦
画
（
線
）
と
横
画
（
線
）
が

同
じ
太
さ
の
方
が
、
良
く
見
え
ま

す
。
横
画
（
線
）
が
細
い
場
合
、

横
画
（
線
）
の
数
が
二
本
か
三
本

か
悩
み
ま
す
。

　

高
齢
者
に
は
特
に
、
書
体
っ
て

大
事
だ
な
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

（
渡
辺　

厚
子
）

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」。
時
の
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
す
。
会
社
の
定

年
を
迎
え
る
前
に
、
転
勤
の
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
事
情
が
あ
っ
た

た
め
断
わ
り
、
早
期
退
職
を
し
ま

し
た
。

　

翌
年
、
区
長
の
話
が
あ
り
、
仕

事
も
辞
め
た
こ
と
か
ら
、
軽
い
気

持
ち
で
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
あ

れ
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
20
年
以

上
が
経
ち
ま
し
た
。
区
長
の
他
、

「
独
り
身
の
生
き
が
い
は
外
に
出

て
地
域
の
役
に
立
つ
こ
と
」
と
自

覚
し
、
防
犯
連
絡
員
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
、
少
し
で
も
地
域
の
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
進
ん
で
引
き
受
け
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
活
動
が
、
責
任

の
あ
る
立
場
を
賜
わ
っ
て

お
り
、
活
動
の
継
続
性
が

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

妻
が
霊
山
に
旅
立
ち
、

今
年
で
三
十
三
回
忌
を
迎

え
ま
し
た
。
日
本
人
の
平

均
寿
命
も
男
性
が
81
歳
、

女
性
が
87
歳
を
超
え
る
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し

て
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
頂
い
て
、
出
来
る
限
り
頑
張
っ

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

東
ヶ
丘  

桒
原

　四
郎

地
域
の
役
に
立
つ
活
動
を

生
き
が
い

シ
リ
ー
ズ

笑顔での触れ合いが一番！

■
10
月
４
日
（
土
）「
ト
モ
ア
」

＊
南
友
部
地
区
（
41
名
）

・
笠
間
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

の
演
奏
と
皆
で
歌
お
う
！

・
食
事
の
後
に
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
！

■
10
月
５
日
（
日
）

　
「
鴻
巣
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
」

＊
鴻
巣
１
・
２
区
合
同
（
37
名
）

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
ウ
ン
ズ
に
よ
る

演
奏
と
参
加
者
の
合
唱
。
楽
し

い
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。

10
月
25
日
、
33
回
目
と
な
る

ち
ゃ
お
が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム

の
名
札
を
下
げ
、
８
名
の
女
性
た

ち
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
そ
の
日
に
決
定
し

た
課
題
で
楽
し
い
ト
ー
ク
。
続
い

て
、
こ
の
日
は
「
万
華
鏡
」
作
り

で
す
。
細
か
い
作
業
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
ビ
ー
ズ
を
選
び
、
次
第

に
完
成
に
近
づ
き
、
万
華
鏡
を
覗

く
姿
に
は
幼
な
心
を
思
い
出
し
た

支
部
だ
よ
り

会
計

森

　博
英

笑
顔
・
元
気
い
っ
ぱ
い
の

敬
老
会

「
ち
ゃ
お
」
！

サ
ロ
ン
紹
介

　

記
録
づ
く
め
の「
長
か
っ
た
夏
」

「
短
い
秋
」。「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸

ま
で
」
は
古
い
言
い
伝
え
？
と
思

う
ほ
ど
の
年
で
し
た
。
今
や
っ
と

通
常
の
暦
に
戻
っ
た
よ
う
な
感
じ

で
す
。
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
き

た
の
か
な
？
黒
潮
の
大
蛇
行
が
戻

■
10
月
26
日（
日
）「
柿
橋
公
民
館
」

＊
柿
橋
地
区
（
1
0
1
名
）

・
ハ
ー
モ
ニ
ー
せ
せ
ら
ぎ
に
よ
る

哀
愁
漂
う
演
奏
。
シ
ル
バ
ー
体

操
、
サ
ロ
ン
ち
ゃ
お
、
柿
橋
長

寿
会
か
ら
の
ピ
ー
ア
ー
ル
コ
ー

ナ
ー
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
盛
り

だ
く
さ
ん
と
な
っ
た
。

　

今
年
は
10
月
に
入
っ
て
も
暑
い

日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
区
で

敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
笑
顔
・
元
気
い
っ
ぱ
い
の
楽

し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

か
の
様
な
笑
み
が
み
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
作
品
作
り
で
し
た
が
、

時
に
は
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
ト
ー

ク
三
昧
だ
っ
た
り
様
々
の
よ
う
で

す
。

　

開
催
の
お
知
ら
せ
と
し
て
、
柿

橋
地
区
内
に
は
回
覧
を
回
し
て
い

ま
す
が
、
今
日
は
、
柿
橋
地
区
以

外
の
方
も
友
達
つ
な
が
り
で
参
加

し
て
い
ま
し
た
。　
（
広
報
委
員
）

※
「
ち
ゃ
お
」
は
柿
橋
地
区
の
サ

ロ
ン
で
、
柿
橋
公
民
館
に
て
毎

月
第
４
土
曜
日
・
午
前
10
時
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

り
秋
刀
魚
が
安
く
な
り
、
我
が
家
も

た
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
支
部
の
活
動
に
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

＊
１
月
か
ら
の
主
な
行
事
は

・
１
／
25

女
性
部
新
年
会

・
１
／
30

福
祉
推
進
員
研
修

・
２
／
23

配
食
サ
ー
ビ
ス

ウインドアンサンブルの演奏に合わせて

鴻巣１・２区合同敬老会

南友部合同敬老会

楽しく合唱する参加者

柿橋区敬老会

ハーモニーせせらぎの演奏

万華鏡づくりに夢中です

作った万華鏡を手に「パチリ」

全員でシルバーリハビリ体操

敬老代表の挨拶

主催者の挨拶


